
第１章
俳句の基礎

ここでは俳句を詠むための基礎を学びます。
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第１章
～俳句の基礎～

第１章では、俳句の基礎として３つの柱を立てて説
明してゆきます。



この三本柱が俳句の基本です。

３つの柱とは

「凝縮性」 「具象性」 「普遍性」
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第１章
～俳句の基礎～
No２ 具象性

俳句の三本柱の一つ「具象性」は俳句
の句材探しに重要な柱です。



具象性とは？

俳句は心のスケッチですから
詠みたい句材に焦点を絞るた
めに具象性が必要です。

具象性がある俳句は解りやすく目に浮かびます。句材が具体
的に形にあらわれてくると作者の想いも解りやすくなります。
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例句

星空へ店より林檎あふれをり
橋本多佳子

句の解釈

季語は「林檎」秋。
形のある具象的な言葉は季語の林檎です。そして「店」というものも眼に見える形
がはっきりあります。果物屋さんやスーパーの入り口、もしくは市のような店先を
思い浮かべます。林檎が沢山積んである夜の星空の下に秋の澄んだ空気を感じ
ます。

この俳句の句材は「林檎」です。リンゴは秋の果物で形が目
に見えるはっつきりとした具象性のある言葉です。



それでは次回は～俳句の基礎～
No３「普遍性」です。
お楽しみに！
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